














2003年 5月から 2004年 11月までの約 10ヶ月間、本保護区における晴乳動物調査を
実施した。まず、本保護区の晴乳動物相を把握するためにルートセンサスとカメラトラッ






場の水の主要ミネラル分析 (Ca，Mg， K， Na， C1)、2)カメラトラップと直接観察による
塩場周辺環境利用動物相調査、そして 3)利用動物の採食物(草本・果実・樹皮)中の主










の 塩 場 は 小 規 模 な 湧 き 水 型 ( お お よ そ 2 - 1 5 m
2
) で 、 ア ル カ リ 性 を 示 し 、 土 食 よ り む し ろ
飲 水 に 利 用 さ れ て い る こ と が 判 明 し た 。 そ こ で 塩 場 の 水 の ミ ネ ラ ル 分 析 を 実 施 し た 結 果 、
通 常 の 水 場 ( 河 川 や 水 溜 り ) と 比 較 し て ミ ネ ラ ル 含 有 量 が 有 意 に 高 い こ と が 確 認 さ れ た ( 塩
場 平 均 Na: 520. 1 :t 999.0ppm，  n=52; 水 場 平 均 Na: 7. 2 :t1. 8 p p m，  n=lO) 。 さ ら に 、 多 数 の
ヒ ル が 生 息 す る 塩 場 も 確 認 さ れ た 。 こ れ ら ミ ネ ラ ル 含 有 量 と ヒ ル コ ロ ニ ー の 有 無 に よ り 、
塩 場 は 大 き く 二 つ に 分 類 さ れ た ( 表 1 ) 。 ま た 、 塩 場 周 辺 環 境 を 利 用 す る 動 物 を 調 べ た 結 果 、
本 保 護 区 に お い て 現 時 点 で 確 認 さ れ た 4 5 種 の 内 少 な く と も 30 種 類 が 、 昼 夜 間 、 地 上 ・ 樹
上 性 を 問 わ ず 確 認 さ れ た (66.7免) 。 そ し て 、 利 用 傾 向 は 肉 食 く 雑 食 〈 草 食 の 順 に 高 く 、 絶 滅 危
倶 種 で あ る ア ジ ア ゾ ウ 、 パ ン テ ン や オ ラ ン ウ ー タ ン ( 写 真 1 ) 、 負 傷 し た 動 物 に よ る 利 用 も
確 認 さ れ た 。 さ ら に 、 利 用 時 間 帯 は 種 に よ っ て 異 な る 傾 向 を 示 し た 。 次 い で 、 利 用 動 物 の
採 食 物 中 ミ ネ ラ ル 含 有 量 を 調 べ た 結 果 、 N a 含 有 量 に 比 べ て 、 K 含 有 量 が 有 意 に 高 い こ と が
判 明 し た ( 平 均 Na: O. 19 :t 0. lppm，  n=6; 平 均 K: 17 :t 7 . 5 p p m，  n=6) 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、
利 用 動 物 は 水 場 と し て の み な ら ず 、 採 食 物 中 に N a が 不 足 す る た め 、 あ る い は 採 食 に よ り 体
内 蓄 積 す る K と の 体 内 平 衡 を 保 つ た め に 、 必 要 な N a を 塩 場 に お い て 積 極 的 に 摂 取 し て い る
こ と 、 ま た 、 ア シ ド ー シ ス 対 策 の た め に 塩 場 の 水 を 摂 取 し て い る こ と 等 、 体 調 の 維 持 を 目
的 と し て 塩 場 を 利 用 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ た 。
本 研 究 に よ っ て 、 デ 、ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 の 塩 場 は 、 地 上 ・ 樹 上 性 晴 乳 動 物 へ の 水 分
提 供 だ け で な く 、 ミ ネ ラ ル 供 給 の 場 を 提 供 し 、 さ ら に 肉 食 者 に と っ て は 狩 猟 の 場 と し て の
意 義 を も 有 す る 「 生 物 多 様 性 の ホ ッ ト ス ポ ッ ト 」 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 し た が っ て 、
木 材 切 り 出 し と い っ た 土 地 利 用 の 際 に 、 塩 場 周 辺 環 境 が 失 わ れ な い よ う 重 点 保 全 地 域 に 指
定 さ れ 、 今 後 の 伐 採 管 理 計 画 時 に 考 慮 す べ き 点 の ー っ と さ れ る こ と を サ パ 州 森 林 局 に 提 案
し た 。 ( 現 在 、 森 林 局 で は 今 回 同 定 さ れ た 5 箇 所 の 塩 場 周 辺 環 境 を 重 点 保 全 地 域 に 指 定 す る
動 き が あ る 。)
表 1 . 塩 場 開 な ら び に コ ン ト ロ ー ル と の ミ ネ ラ ル 含 有 量 比 較
剛 29 の 2 箇 所 の 塩 場 は Na と C1 濃 度 が 他 の 塩 場 に 比 べ 有 意 に 高 い 値 を 示 し 、 多 数 の ヒ ル の 生 息 が 確 認
さ れ た 。
Location Minera1: ppm :t SD 
pH 
(No .  
of Ca 
Mg 
K  Na C1 
samp1e) 
KM12 (2 1) 
43. 4:!:5. 0  
16.9 :t1. 5  6. 0 :t 0. 8  41. 0 :t 7. 7  




KM14 (1 0) 100 .  8  
+  
23. 7 :t 1. 9  9.0 :t 3.3 35.8 :t 7.0 
2. O: !:O. 5  
8.0 
+  
16. 5  
O. 3  
8 3  
KM17 (8) 48. 4:i6. 2 15. 4:i2. 3 13. 3:i4. 4 42. 2:i22. 1 3. 8:i:1. 4 8.0 + 
0.3 
KM29-1 (9) 138. 2 + 31. 6 + 53.1 + 2308.9 4861. 4 7.9 + 
64. 8 14.2 68.4 :i 1189.9 :i2164.0 0.3 
KM29-2 (4) 72. 8:i5. 0 14.0:i0.8 21. 9 →ー 1177.9 1839.9 8. 3 + 
26. 7 :i 117.3 :i209.5 0.3 
Control KM12 6. 3:!:3. 1 2.6:i:1.4 2.1 :i0. 9 5. 8:i 1. 4 1.2:i0.5 7.6 + 
(5) 0.4 













2004年 6月から 11月までの約 4ヶ月間、タンクラップ森林保護区の晴乳動物相把握
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を 目 的 と し た 、 ル ー ト セ ン サ ス 調 査 を 実 施 し た 。 さ ら に 、 デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 の 大 中
型 晴 乳 動 物 を 対 象 と し た ル ー ト セ ン サ ス 時 に お け る 1 ) ア ジ ア ゾ ウ の 食 痕 調 査 、 2 ) バ ン
テ ン の 糞 分 析 、 そ し て 3 ) 大 中 型 晴 乳 動 物 に よ る 種 子 散 布 記 録 と の 比 較 を 行 い 、 異 な る 伐
採 方 法 が 草 食 ・ 果 実 食 者 へ 与 え る 影 響 を 調 査 し た 。 ま た 、 晴 乳 動 物 の 種 多 様 性 は 、 森 林 環
境 の み な ら ず 狩 猟 圧 と い う 伐 採 以 外 の 人 間 活 動 も 強 く 影 響 す る 。 よ っ て 大 型 種 で あ っ て も
狩 猟 圧 が 比 較 的 高 い シ カ 類 や イ ノ シ シ は 調 査 対 象 外 と し た 。
結 果 ・ 考 察
動 物 相 調 査 の 結 果 は 、 現 時 点 に お い て デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 で 確 認 さ れ た 大 型 種 6 種
の 内 4 種 が 確 認 さ れ た ( マ レ ー グ マ と テ ン グ サ 守 ル は 未 確 認 ) 。 大 部 分 が 広 域 で 確 認 さ れ た デ
ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 と は 対 照 的 に 、 タ ン ク ラ ッ プ 森 林 保 護 区 で は 分 布 域 が 偏 る 傾 向 を 示
し た 。 す な わ ち 、 大 規 模 な 移 動 を す る ア ジ ア ゾ ウ の み が 広 域 で 確 認 さ れ 、 オ ラ ン ウ ー タ ン
は タ ン ク ラ ッ プ 森 林 保 護 区 中 央 部 を 南 北 に 流 れ る タ ン ク ラ ッ プ 川 流 域 、 バ ン テ ン と ウ ン ピ
ョ ウ は デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 に 隣 接 す る 東 南 側 で 確 認 さ れ た 。 こ れ ら の 結 果 は 、 樹 木 種
数 の 多 様 性 が 低 く パ イ オ ニ ア 種 が 優 占 す る 森 林 で あ っ て も 大 型 種 の 生 息 が 可 能 で は あ る も
の の 、 分 布 域 が 制 限 さ れ る こ と を 示 し て い る 。 特 に オ ラ ン ウ ー タ ン の 分 布 に 関 し て は 、 タ
ン ク ラ ッ プ 川 流 域 は 樹 冠 部 が 比 較 的 連 続 し て お り 、 さ ら に 、 オ ラ ン ウ ー タ ン が 好 む 特 定 の
パ イ オ ニ ア 樹 種 が 多 い こ と な ど が 理 由 と し て 考 え ら れ た 。 ま た パ ン テ ン の 分 布 に 関 し て は 、
タ ン ク ラ ッ プ 森 林 保 護 区 北 側 の ア ブ ラ ヤ シ 農 園 、 西 側 の サ パ 州 縦 貫 道 路 か ら 最 も 離 れ た 場
所 に 位 置 す る こ と か ら 、 森 林 環 境 だ け で な く 人 間 活 動 も 影 響 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ た 。
ア ジ ア ゾ ウ の 食 痕 調 査 な ら ひ 1 こ パ ン テ ン の 糞 分 析 の 結 果 は 、 パ イ オ ニ ア 樹 木 や 草 本 類 に
依 存 し て い る こ と を 示 し 、 デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 で の 調 査 結 果 に 一 致 し た 。 し た が っ て
こ れ ら の 結 果 は 、 従 来 型 の 伐 採 は 草 食 晴 乳 動 物 の エ サ 資 源 を 増 加 さ せ る こ と 、 そ し て 、 人
間 活 動 が 低 け れ ば 草 食 晴 乳 動 物 は 増 加 の 影 響 を 受 け る こ と が 示 唆 さ れ た 。 次 い で 、 路 上 に
お け る 種 子 散 布 記 録 の 結 果 は 、 デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 に お い て は 多 数 確 認 さ れ た も の の 、
タ ン ク ラ ッ プ 森 林 保 護 区 に お い て は 極 め て 例 数 が 少 な く 、 そ の 大 部 分 は 両 保 護 区 の 境 界 と
な る 路 上 で の 確 認 で あ っ た 。 こ の 結 果 は 、 デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 に 比 べ て 、 タ ン ク ラ ッ
プ 森 林 保 護 区 に は 晴 乳 動 物 に よ り 採 食 さ れ る 果 実 を つ け る 樹 種 や 果 実 を 採 食 す る 晴 乳 動 物
種 が 少 な い こ と を 示 唆 し て い る 。 ま た 、 路 上 に お け る 種 子 散 布 が 、 果 実 樹 種 と 果 実 食 者 を
対 象 と し た 多 様 性 の イ ン デ ィ ケ ー タ ー に な り う る 可 能 性 も 考 え ら れ た 。
以 上 の 結 果 、 従 来 型 の 伐 採 は RIL に よ る 伐 採 と 比 較 し て 、 日 甫 乳 動 物 の 生 息 分 布 域 を 制 限
し 、 さ ら に 、 草 食 と 果 実 食 者 と で は 与 え る 影 響 が 異 な る こ と が 示 唆 さ れ た 。 本 研 究 は 現 在
進 行 中 で あ り 、 今 後 は カ メ ラ ト ラ ッ プ 調 査 も 加 え 、 調 査 範 囲 を よ り 拡 大 し て 実 施 す る 予 定
で あ る 。
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